
月 目的

4月 集合研修（3週間）

　新須磨病院職員としての心得 新須磨病院という組織の一員になったことを認識できる

　医療安全・感染対策研修 医療安全・感染対策などの院内活動を理解できる

　基礎看護技術研修 実際に使用する物品を用いて

手順・手技の確認、技術練習を行う

5月 AM フィジカルアセスメント フィジカルアセスメントを通して、患者の観察・

アセスメントの基礎が理解できる

ＰＭ ポジショニングについて ポジショニングの重要性について学ぶことが出来る

基礎看護技術 基本的技術を学び、実践に繋げる事が出来る

(筋肉・皮下・皮内注射、採血

ｻｰﾌﾛｰ留置)

cocoro研修① 社会人としての心構えを学ぶことが出来る

AM 1か月の振り返り 1か月の目標達成度を評価し、3か月に向けての目標設定

及び行動計画を立案する

輸液ポンプ・シリンジポンプ 輸液ポンプ・シリンジポンプ・モニターの取扱いについて学習し、

モニター（インターネット研修） 現場での実践に活用できる

ＰＭ 事例アセスメント 事例をアセスメントし、グループワークを行うことで思考を深め

今後の看護に生かすことが出来る

食事援助 食事援助の必要性・注意点を理解し、

実践の方法を学ぶことができる

6月 AM 事例アセスメント 事例をアセスメントし、グループワークを行うことで思考を深め

今後の看護に生かすことが出来る

麻痺患者の 麻痺のある患者の車椅子移動やストレッチャーへの移動を

トランスファーについて 安全に行うことが出来る

cocoro研修② 社会人としての心構えを学ぶことが出来る

PM リフレッシュ研修 同期とのつながりを深め、不安や悩みを話し、

精神的な安定を図る

AM 事例検討（インシデント） 過去の事例から問題点を見出し、対策を考え、今後の看護に

活かす事が出来る

PM 多重課題 多重課題のシミュレーションを通し、患者の安全を守る

実践方法を学ぶ

7月 AM cocoro研修③ 社会人としての心構えを学ぶことが出来る

画像の見方 CT・レントゲンなど、画像の正常・異常を学び、疾患の

理解を深めることが出来る

ＰＭ ＳＢＡＲ報告 部署でよく起こる患者急変の事例を用い、症状の観察及び

ＳＢＡＲでの報告ができる

夜勤の情報共有 実際夜勤を経験した時の情報共有を行い、

夜勤に向けて具体的に何が必要か考える事が出来る

3か月の振り返り 3か月の評価および6か月の行動目標・行動計画立案

8月 AM cocoro研修④ 社会人としての心構えを学ぶことが出来る

BLS Ⅰ・Ⅱ 急変時の初期対応を理解し、実践に活かす事が出来る

PM 急変時（挿管） 救急カートに常備されている薬品や、気管内挿管に必要な

物品を理解し、指示に従い取り出す事ができる

9月 AM 輸血の取扱いと 輸血療法や輸血に伴う副作用・合併症について理解できる

アナフィラキシーショック アナフィラキシーショックの発生機序が理解できる

PM cocoro研修⑤ 社会人としての心構えを学ぶことが出来る

未習得技術について 未習得技術が何か知り、

習得する為の行動計画を考える事が出来る

夜勤の情報共有 数回経験した時点での情報共有を行い、

技術面・知識面など必要な事を考え、

習得すべきものを具体的にすることが出来る

10月 AM 人の死について 人の死について、亡くなった方や

家族への関わりについてグループで話し合い、

考えを深めることが出来る

PM グリーフケアについて グリーフケアについて知り、

実際のケアについて学ぶことが出来る

未習得看護技術① 日々の看護実践ではあまり経験しない看護技術について

手順などを振り返り、技術を習得することができる

6か月の振り返り 6か月の評価および9か月の行動目標・行動計画立案

11月 AM 褥瘡予防について 褥瘡発生のリスク軽減の方法が理解できる

未習得看護技術②

PM 未習得看護技術③

ケーススタディに向けて なりたい看護師像や日々の看護実践を振り返る事で

今思う自分の看護観を明確にしていくことが出来る

12月 AM 感染対策シミュレーション 感染対策についての知識と理解が深まる

ＰＭ 未習得看護技術④

1月 AM 9か月の振り返り 9か月の評価および12ヶ月の行動目標・行動計画立案

未習得看護技術⑤

ＰＭ 呼吸器・除細動器について 呼吸器・除細動器について理解し、

現場での実践に活用できる

2月 AM 未習得看護技術⑥ 日々の看護実践ではあまり経験しない看護技術について

手順などを振り返り、技術を習得することができる

PM 2年目に向けて 2年目以降、クリニカルラダーを指標に、主体的に自己成長

クリニカルラダーの説明 していくための足掛かりにすることが出来る

3月 PM 1年の振り返り ケース発表を行うことで1年間の成長をプリセプターと共に

感じ、お互いに成長できたことに感謝することができる
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